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背景
• 教育情報化, 高等教育の質的転換, 
アクティブ・ラーニング推進

• 外国語教育：
ICT活用、コミュニケーション活動を通じた課題
解決能力の育成

• 教育・学習環境の国際化：
留学生, 海外にルーツを持つ子どもたち

• 観光政策や産業主導の観光教育ニーズ：
2020年東京オリ・パラ
2030年札幌冬季五輪誘致
訪日外国人観光客受け入れ環境整備
多言語・多文化対応能力を備えた人材育成

「明日の日本を支える観光ビジョン」（観光庁, 2016）
「観光ビジョン実現プログラム2019」（観光庁, 2019）



先行研究：観光教育
• MICEと大学英語教育の連携可能性、実物教材と教
育導入の利点について検討（上尾・野田・之・江, 
2014）

• 沖縄の高校生を対象に観光教育の体系的フレーム
ワークに基づき事例研究（寺本, 2016-2017）

• CLIL(Content and Language Integrated 
Learning)の理念に基づきALT等の学習指導者と共
同で授業実践、家庭科の学びを外国語活動の学びに
活かす合科授業の可能性を検討（星野, 2017）

• 語学の熟練＝グローバル教育実現という従来の認識
を批判し、語学力のみならず、より幅広い能力や資
質を育成する機会を積極的に提供する必要性を指摘
し、「内なる国際化（Internationalization at 
Home）」（Beelen＆Jones, 2015）の視点で国
際共修の事例研究（末松, 2017）



研究目的

• 産業実務・現場のニーズに根差した
観光×外国語教育のアクティブ・ラーニ
ングをデザイン

• 日本の高等教育機関において主要な
日本人学習者＋中国人学習者の協同学習
モデル構築（留学生の日本語教育・学習
＋日本人の中国語教育・学習）

• 社会人学習者（シニアボランティアガイ
ド、観光産業従事者）向けインフォーマ
ル・ラーニング環境の整備



研究方法
• 北海道ガイド（日・中）育成のためのモバイルラーニング
システム開発（Sugie, 2019）（昨年発表）

• それを用いたアクティブ・ラーニングの設計
（eラーニング×調べ学習×観光施設ガイド実習）

• 授業設計の有効性と課題を混合研究法で検証
• 学習の評価：
①実務専門家（学芸員）・教員による評価と講評
②ルーブリックを用いた相互評価
③実習動画に基づく振り返りと再評価

• 教育デザインの評価：
①社会人基礎力（総務省, 2013）を援用した
協同学習スキル自己評価の量的分析

②評価理由の質的分析（データ不十分）
③ルーブリック評価集計とコメントの質的分析（HKCoder
を用いたテキストマイニング）



教育実践：学習者

中華圏の留学生21名
・日本語・日本文化専攻

2年生 1名（本科）
4年生 3名（交換留学）

・中国語・中国文化専攻
3年生 15名（交換留学）

・異文化ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ専攻
3年生 2名（交換留学）

・経営学専攻
2年生 1名（本科）

中国での専攻や日本語学習歴は異なる（日
本語専攻で1-3年、N2レベル程度）

日本人学生4名
・中国語・中国文化専攻

2年生 3名
・孔子学院社会人受講生 1名
（学習歴5年）



授業の概要

• 週1回・2コマ連続（180分）×15週（4単位）
• 目標：北海道の観光知識・接遇語句を学び、協
同学習や実習を通じて、簡単な中国語／日本語
ガイドができるようになる

• 学習環境：
eラーニング、会話練習、調べ学習＝CALL教室
ガイド実習＝市内の観光施設



教育実践：eラーニングサイトとコンテンツ

TOP PAGE

受講コース一覧

ビデオ教材（日/中通訳練習） 各課の確認テスト
（音声入力・キー入力）



教育実践：アクティブ・ラーニングのデザイン
活動 学習形態 ねらい・内容

1. 故郷紹介 個人（日）
ペア（留）

・外国語レベルとコンピュータ・リテラシー確認
・PPTを用いて出身地紹介
（日本人は中国語、留学生は日本語）

2. eラーニン
グ

一斉授業
個人
ペア

・eラーニングサイトでガイド知識学習・通訳練習
・語句とシナリオの音読・意味確認（全体・ペア）
・ガイドの動線に合わせた場面別会話通訳（個人）
・各課テスト合格で電子受講証明発行（システム上）

3. 観光施設
調べ学習

個人
グループ

・大倉山ジャンプ競技場、札幌オリンピックミュージア
ムについて事前調査
・実習発表担当箇所の分担・発音練習

4. 観光施設
ガイド実習

個人
グループ

・大倉山ジャンプ競技場、札幌オリンピックミュージア
ム学芸員によるレクチャー
・模擬ガイド（グループ）
・ルーブリックを用いた相互評価

5. 実習の
振り返り

グループ ・実習動画を見ながらルーブリックを用いて再度
相互評価



教育実践：観光施設ガイド実習＠大倉山ジャンプ
競技場、札幌オリンピックミュージアム



教育実践：ルーブリック

授業時間の都合により教員・実務専門家・学生間質疑は行わず



教育実践：実習動画を見ながら振り返り・相互評価



経済産業省が主催した有識者会議により、職場や地域社会で多様な人々と仕事をしていくた
めに必要な基礎的な力を「社会人基礎力(＝３つの能力・1２の能力要素）」として定義。

社会人基礎力（経産省, 2006）

14

意見の違いや立場の違いを理解する力

自分と周囲の人々や物事との関係性を理解する力

主体性
物事に進んで取り組む力

働きかけ力
他人に働きかけ巻き込む力

実行力
目的を設定し確実に行動する力

創造力

課題発見力

新しい価値を生み出す力

現状を分析し目的や課題を明ら
かにする力

課題の解決に向けたプロセスを明
らかにし準備する力

計画力

前に踏み出す力 （アクション）
～一歩前に踏み出し、失敗しても粘り強く取り組む力～

考え抜く力 （シンキング）
～疑問を持ち、考え抜く力～

チームで働く力（チームワーク） ～多様な人々とともに、目標に向けて協力する力～
発信力 自分の意見をわかりやすく伝える力
傾聴力 相手の意見を丁寧に聴く力

柔軟性

情況把握力
規律性 社会のルールや人との約束を守る力

ストレスの発生源に対応する力ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力



「人生100年時代の社会人基礎力」は、これまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わり
の中で、ライフステージの各段階で活躍し続けるために求められる力と定義され、社会人基礎力の３
つの能力／12の能力要素を内容としつつ、能力を発揮するにあたって、自己を認識してリフレクション
（振り返り）しながら、目的、学び、統合のバランスを図ることが、自らキャリアを切りひらいていく上
で必要と位置付けられる。

どう活躍するか
【目的】

自己実現や社会貢献
に向けて行動する

３つの視点

リフレクション （振り返り）

３つの能力
12の能力要素

前に踏み出す力
主体性、働きかけ力、

実行力

考え抜く力
課題発見力、
計画力、
想像力

チームで働く力
発信力、傾聴力、

柔軟性、情況把握力、
規律性、ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ力

どのように学ぶか
【統合】

多様な体験・経験、能力、キャリ
アを組み合わせ、統合する

何を学ぶか
【学び】

学び続けることを学ぶ

人生100年時代の社会人基礎力（経産省, 2017）
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評価・分析： SPSSを用いた統計分析
n=23（25名のうち日本1、台湾１欠席）
ノンパラメトリック検定
（Wilcoxonの符号付き順位検定）

・記述統計量

・信頼性統計量

平均値 標準偏差
事前 44.04 5.80
事後 47.43 3.82

Cronbach のアルファ
事前 .858
事後 .811



評価・分析
・全体の平均値 3.39上昇
有意な上昇・効果量大（z =-3.25, p =.001, r =-.68）

・項目別に有意な上昇・効果量大
【前に踏み出す力】
・主体性：物事に進んで取り組む力(z =-3.00, p =.003, r =-.63)
・実行力：目的を設定し確実に行動する力(z = -2.53, p =.011, r =-.53)
【考え抜く力】
・課題発見力：現状を分析し目的や課題を明らかにする力(z =-3.32, p =.001, r =-
.69)
・計画力：課題の解決に向けたプロセスを明らかにし準備する力(z = -3.00, p =.003, r 
=-.63)
・創造力：新しい価値を生み出す力(z = -3.21, p =.001, r =-.67)
【チームで働く力】
・発信力：自分の意見をわかりやすく伝える力(z = -2.31, p =.021, r =-.48)

ALを通じて社会人基礎
力の自己評価が向上

主体性、実行力、課題発見力、計画力、
創造力、発信力について自己評価が向上

発信力のみ
効果量は中



ルーブリックを用いた相互評価：グループA
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ルーブリックを用いた相互評価：グループB

1

17

2
0 0

0

5

10

15

20

5点 4点 3点 2点 1点

人
数

（
人

）

①事前学習・eラーニング教材

の復習

6

11

2 1 0
0

5

10

15

5点 4点 3点 2点 1点

人
数

（
人

）

②チームワーク

3

13

4

0 0
0

5

10

15

5点 4点 3点 2点 1点

人
数

（
人

）

③解説・ガイドの要点

2

9
7

1 1

0

5

10

5点 4点 3点 2点 1点

人
数

（
人

）

④追加の施設ガイド

2

9 9

0 0
0

5

10

5点 4点 3点 2点 1点

人
数

（
人

）

⑤表現技法

2

14

4

0 0
0

5

10

15

5点 4点 3点 2点 1点
人

数
（
人

）

⑥話すスキル



ルーブリックを用いた相互評価：グループC
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ルーブリックを用いた相互評価：グループD
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ルーブリックを用いた相互評価：グループE
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ルーブリックを用いた相互評価：全体傾向
（KHCoderを用いたテキストマイニング）
・よかった点 • 内容を覚え、大きな声で、

面白い方法で紹介した
• 日本語の発音が聞き取りや
すく、好感が持てた／好ま
しく感じた

• 詳しい説明、自分で追加し
た／加えた内容があった

• 身振り手振りが多くてよ
かった

• 話すスキルが高くてよかっ
た

• 自然な流れで表情豊かだっ
た

• 聴衆に目を向けたり交流し
たりしていた

• ガイドの要点をすべて含ん
でいた

• グループのメンバーと積極
的に協力していた



ルーブリックを用いた相互評価：全体傾向
（KHCoderを用いたテキストマイニング）
・改善が必要な点

• 原稿を見て発表していた
ので中国語を覚えた／暗
記した方がいい（日本人
メンバーが原稿を読んで
いた）

• 声が小さいので大きくし
た方がいい

• 独自に調べる施設紹介を
追加した方がよい

• 身振り手振りを加えた方
がよい

• お客さんとの交流が多い
方がいい／聴衆に目を向
けた方がいい

• 緊張していて聞き取れな
い部分があるので流暢に
発音した方がいい／発音
を改善した方がいい



まとめ
本研究のALデザインは社会人基礎力の向上に有効
（主体性、実行力、課題発見力、計画力、創造力、発信力）

学習者による相互評価
• ガイド解説内容の習得度高（要点、
詳細、オリジナルの追加）

• 表現の工夫（話し方、身振り手振
り、表情豊か）

• 流暢な発音スキルが聴衆に好印象
• インタラクションの工夫（アイコ
ンタクト、声かけ、交流）

• チームワークの良さ、グループ内
での協力

• 中国語学習者の暗記・練習不足
（原稿読み、聞き取りづらさ、発
音、流暢さ）

• 自信のなさ、声の大きさ、緊張
• オリジナルの追加不足
• 表現の工夫（身振り手振り）
• インタラクション不足（アイコン
タクト、交流）

→授業内タスクの検討、レベル別指
導の強化、実践に近い環境でのアウ
トプット増強の工夫が必要



今後に向けて

• コンテンツの更新、拡充
例）乳製品工場、ビール工場、体験型施設 等

• 既習知識・スキルに基づく協働を増やす
例）地域創生のためのフィールドワークに基づ
く課題発見学習
SNSを中心とするメディア活用や広報戦略 等

• デザイン思考やクリエイティブ・シンキングの
導入
例）グラフィック・ファシリテーションと通訳
訓練のメソッドの共通点を活用

• 質的データの確実な収集：
学習経験が情意面に与える影響
学習成果の差に関する詳細分析
リフレクション活動の充実



e-Learning de 北海道×中国語ガイド

e-daoyou.org

ユーザー登録希望者は杉江まで
ssugie@imc.hokudai.ac.jp
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